
XML Based Application Architecture(XAA) ~XAAフレームワークの開発~

―XMLを活用した新しいフレームワークとRADツール―

1. 背景
従来の RADツールはGUIをデザインするGUIデザイナあるいはGUIビルダーと呼
ばれるGUIを構築するツールを中心として発展している。このようなGUI構築ツー
ルが開発の対象としているのはMVCパターンで言うところの Viewと Controllerの
一部の機能である。つまり、ModelやControllerの大部分の機能はコーディングによっ
て実装する必要がある。

また、最近ではXMLのドキュメント構造を定義するスキーマ言語が標準として策定
されており、データバインディングなどの分野で注目を集めている。こうした背景か

らアプリケーションのデータモデルとしてXMLを用いるということはごく自然に受
け入れることが出来る。

2. 目的
本プロジェクトでは、データモデルに XMLを用いることによって、MVCパターンに
おけるModelの部分をRAD開発のターゲットとし、従来のRADツールでは踏み込む
ことの出来なかったModelに対する開発支援機能を実現する。
また、従来のRADツールのもつ ViewにおけるRAD開発機能も、XMLを中心とした
アプローチにより実現し、Modelと Viewとの連携においてもRADツールによる支援
を可能とする。

3. 開発の内容
本プロジェクトで開発するフレームワーク(XAAフレームワーク)は、大別するとフレ
ームワーク本体である実行環境とフレームワークによる開発を支援するRADツール
に分けられる。

また、機能別に分類するとMVCにおいてModelに当たる機能、Viewに当たる機能、
Modelと Viewを連携する機能に分けられる。これは、フレームワーク、RADツール双
方にあるため、都合 6つのモジュールで構成される

フレームワーク（実行環境）

・ DOM Manipulation Command Framework
・ GUIレンダラ
・ Model-View Mapper
RADツール
・ データモデル構築ツール

・ GUIエディタ
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・ （Model-Viewマップエディタ）※1

各モジュールについて以下に説明する。

3.1 DOM Manipulation Command
MVCのModelの部分を担う機能である。データ構造はスキーマ言語（RELAX NG）
で定義される。

データモデルはDOM（Document Object Model）としてアプリケーション内部に持
ち、DOMに対する操作をコマンドとしてフレームワークで提供する。
アプリケーションの開発者はコマンドを発行することでDOMつまりデータモデルの
操作を行う。フレームワーク内部でコマンドのヒストリを持つため、アプリケーショ

ン開発者が意識しなくてもアンドゥ・リドゥ機能を実装することができる。また、コ

ピー&ペースト機能も提供する。

3.2 GUIレンダラ
MVCの Viewの部分を担う機能である。GUIの配置情報、プロパティ情報を定義した
GUI定義ファイルを読みこんで動作する。
GUIレンダラはGUI定義ファイルを読み込んでGUIを表示するため、アプリケーシ
ョン開発者はGUI定義ファイルを作成すれば、GUIの表示関するプログラムを記述す
る必要がない。

3.3 Model-View Mapper
Modelと Viewを連携する機能を提供する。Model中の要素をGUIのプロパティに繁
栄させたり、GUI上で入力した情報をModelに反映させたりすることが出来る。
これらの動作はModel-View Mapファイルに定義されるので宣言的に記述すること
が出来、プログラムで記述する必要がない。

Model-View Mapには以下のマッピングパターンが用意されている。
・ 要素マッピング

Model中の要素とGUIのプロパティをマップする。
・ 選択マッピング

Model中のリスト状のデータに対して選択的にGUIのプロパティとマップする。
・ リストマッピング

Model中のリスト状のデータとドロップダウンリストなどのようなリスト状のデ
ータを持つGUIをマップする。

・ テーブルマッピング

Model中のテーブル状のデータとGUIのテーブルをマップする。

3.4 データモデル構築ツール
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データ構造の定義をビジュアルに行うツール。データ構造はRELAX NGで定義され
るので、このRADツールではRELAX NGファイルを出力する。

3.5 GUIエディタ
GUIをビジュアルに編集するツール。GUIの配置をビジュアルに行うことが出来、プ
ロパティの設定を行うことが出来る。

GUI定義ファイルを出力する。このファイルはGUIレンダラによって処理される。

3.6 Model-View マップエディタ
データモデル構築ツール、GUIエディタと連携してModelと Viewとのマッピング情
報を作成する。

Model-Viewマップファイルを出力する。このファイルはModel-View Mapperで処理
される。

※ 1 Model-Viewマップエディタは今回の開発期間内では完成することが出来なか
った。

4. 従来の技術（または機能）との相違
従来のRADツールが対象としているのはMVCにおける Viewについての開発支援で
ある。XAAフレームワークでは従来のRADツールではRAD開発の対象としていなか
ったデータモデルの部分でRADツールによる支援を可能にした。
特に、アンドゥ・リドゥ機能、コピー&ペースト機能など従来ではアプリケーションの
開発者が面倒を見なければならない部分をフレームワークで処理することが可能に

なった。

5. 期待される効果
XMLの普及にともない、XML文書をハンドリングするソフトウェアが大量に必要に
なって来るだろう。XML文書を扱うGUIアプリケーションを迅速に構築できるXAA
フレームワークはこうした要求に応えることができる。

6. 普及（または活用）の見通し
まだまだプロトタイプの域を出ないため、利用者がほとんどいない状態である。今後

オープンソースソフトウェアとして開発を続け普及に努めていきたい。

7. 開発者名（所属、e-mailアドレス）
大崎　洋平（株式会社ロジックデザイン　つくば開発センター　osaki@xaa.jp）

（参考）http://www.xaa.jp/
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